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 *** ゛ABC-MART゛ Sales Summary　fiscal period from MAR 1, 2007 to FEB 29, 2008    ( % change compare with lasｔ year )

(単位　：　％）

３月 ４月 ５月 第１四半期 ６月 ７月 ８月 第２四半期 上期計

March April May 1st Quarter June July August 2nd Quarter 1st Half

売上高 Sales 0.1 9.5 1.3 3.8 9.0 -3.3 -2.3 0.8 2.4
客数

Number of
Customers -4.3 5.3 -1.3 0.1 8.2 -10.0 -8.5 -4.4 -2.3

Existing　Stores 客単価
Sales per
customer 4.5 4.0 2.6 3.7 0.8 7.4 6.7 5.5 4.7

売上高 Sales 16.5 27.1 14.8 19.6 22.0 10.2 10.3 14.0 16.9
客数

Number of
Customers 12.9 23.5 13.1 16.7 22.9 4.2 4.9 9.8 13.1

All　Stores 客単価
Sales per
customer 3.0 2.8 1.4 2.4 -0.8 5.7 5.1 3.7 3.3

９月 １０月 １１月 第３四半期 １２月 １月 ２月 第４四半期 下期計 通期

September October November 3rd Quarter December January February 4th Quarter 2nd Half Total

売上高 Sales 4.0 -8.1 2.9 -1.1 6.4 -0.7 -8.6 0.0 -0.5 0.9
客数

Number of
Customers 0.7 -14.9 -0.4 -5.8 10.2 -8.3 -20.5 -5.5 -5.6 -3.9

Existing　Stores 客単価
Sales per
customer 3.2 8.0 3.3 5.0 -3.4 8.4 15.0 5.8 5.4 5.0

売上高 Sales 16.9 3.3 14.3 10.9 18.7 10.8 1.8 11.4 11.2 13.9
客数

Number of
Customers 14.1 -3.5 11.9 6.6 24.3 3.4 -10.5 6.4 6.5 9.8

All　Stores 客単価
Sales per
customer 2.3 6.8 2.1 3.9 -4.6 7.1 13.7 4.7 4.3 3.6

2月度概況

月末店舗数 369 店

既存店舗数 297 店

当月開店店舗 2 店

当月閉店店舗 0 店 　

当月開店店舗 ABC-MARTゆめﾀｳﾝ広島店

ABC-MARTﾌﾟﾗｰﾚ松戸店

確報ｺﾒﾝﾄ

2月度

第４四半期

注）　改装等の理由により、１ケ月を通して営業出来なかった店舗の売上に関しては、既存店売上から除外しております。

        （ホームページアドレスhttp://www.abc-mart.co.jp/ir/index.htm）

平成20年3月19日

当月の売上高は全店で前期比10.9％のプラス、既存店では0.6％のマイナスとなりました。

前年に比べ気温が低めに推移し、春物がやや弱含みましたが、既存店はほぼ前年並みの着地となりました。

当月は中旬より行った、まとめ買いセールの効果で、客単価は全店で7.2％のプラス、

既存店

全店

既存店

全店

既存店で8.4％のプラスとなりました。

地域別では東京の他、福岡をはじめとした都市部が堅調に推移いたしました。

商品面では、冬物商品が底堅く推移し、ワークブーツなどが好調でした。

全店売上高　11.5％→11.4％

既存店売上高　　-8.5％→-8.6％ 、既存店客単価　15.1％→15.0％　、全店売上高　1.9％→1.8％　、全店客単価　13.8％→13.7％

速報データとして開示いたしました2月度および第４四半期の概況に付きまして、確報において下記の通り変更いたします。

前年と前々年の大幅な全品割引セールを、今期は行いませんでした。
その結果、当月の売上高は全店で前期比1.9％のプラス、既存店では8.5％のマイナスとなりました。

地域別では、関東のほか関西、福岡などの都市部が堅調に推移いたしました。
商品面では、健康志向の高まりからランニングシューズが好調に推移、さらに自社商品である
VANSも好調だった結果、スポーツシューズの構成比が上がりました。

下期合計では、全店売上高は前期比11.2％のプラス、既存店で0.5％のマイナスとなりました。
通期では、全店売上高は13.9％のプラス、既存店では0.9％のプラスとなりました。
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